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た)を紹介した英文報文， Komai， T.， Akatsuka， K. & lkari， J.， 
1927， IThe Seto Marine Biological Laboratory of the Kyoto 
lmperial University. Its equipment and activities， with remarks 
on the fauna and flora of the environsJ， Mem. Coll. Sci.， Kyoto 
lmp. Univ.， Ser. B， 3(3)，を第 1号として， Contributions from 
the Seto Marine Biological Laboratory (京都大学瀬戸臨海実験所
欧文業績)が登録され始めました。京都大学瀬戸臨海実験所邦文業績は，
武田信之， 1941， I海産構脚類 Tigriopusj，α:ponicus Moriの雌雄性に










出版物として，特別研究報告 rSpecialPublication SeriesJl (当初は

































瀬戸臨海実験所は，定期刊行物として rPublications of the Seto 
Marine Biological LaboratoryJ (瀬戸臨海実験所研究報告，英文，
年1巻， 6号構成，約440ページ)と今回の『瀬戸臨海実験所年報』
(和文，年 1巻， 1回刊行，約40ページ)，および不定期刊行物として
rpublications of the Seto Marine Biological Laboratory， Special 
Publication SeriesJ (瀬戸臨海実験所特別研究報告，英文，構成不定)
の3誌を刊行する乙とになります。欧文業績および邦文業績の配布はと
もに廃止しますが，実験所の研究業績としての登録は継続し，その別刷を
綴じた研究業績集は実験所に保存する乙とにしています。研究報告ととも
に，乙の年報を，瀬戸臨海実験所における活動の記録資料として相応しい
内容をもつものにしたいと思っています。
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